
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦穴内周の壁面に自らを昇降自在に支持する支持手段
　掘削装置本体の下端側に設置され掘削装置本体の中心軸を中心に回転自在な作業機支持
部と、

作業機支持部を回転駆動する作業機支持部駆動手段と、
作業機支持部の下方に上下方向に回動可能に設置されるとともに先端側に回転駆動

可能なカッターヘッドを備えたカッター装置と、
　 カッター装置の上下方向の回動を駆動するカッター装置上下回動駆動手段と、
　前記カッターヘッドを回転駆動させるカッターヘッド駆動手段と、
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と、

　前記
　前記

前記

掘削屑を吸込可能なバキューム装置と、
　前記バキューム装置から延びる掘削屑吸込用の吸込ホースと、
　前記吸込ホースの吸込口側を把持するとともに前記作業機支持部の下方に設置される吸
込口操作手段と、を備え、
　前記バキューム装置は、メインバキューム装置と前記メインバキューム装置の下方に位
置するサブバキューム装置とからなり、前記メインバキューム装置と前記吸込口との間の
前記吸込ホースにサブバキューム装置を介装し、
　縦穴最深部において掘削作業を行う縦穴掘削装置において、
　前記サブバキューム装置の下方に設けられサブバキューム装置に吸い上げられた掘削屑
が集積されるとともに掘削屑を前後両方向に搬送可能なコンベア装置と、このコンベア装



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば建物の基礎杭を収容するための縦穴を掘削する掘削装置の改良に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ビル等の建築物の基礎杭を収容する等の目的で、縦穴を掘削し、この縦穴の内
周にコンクリートの壁を形成する作業が行われることがある。
【０００３】
このような縦穴掘削作業は、掘削対象である地盤が軟岩からなる軟岩掘削の場合には、昇
降機構で昇降自在に支持された掘削装置を縦穴最深部において作業者が運転しつつ掘削作
業が行われる一方で、地盤が硬岩からなる硬岩掘削の場合には、発破により縦穴最深部を
破砕しながら行われるのが通常であった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の縦穴掘削では、縦穴最深部における掘削装置の運転は容
易でないため、高い作業効率および高い掘削精度を得ることは難かしかった。また、作業
場所である縦穴の最深部は作業者にとって良好な作業環境とは言えず、この意味でも容易
に正確な自動運転を可能とする掘削装置が望まれていた。
【０００５】
また、従来、縦穴掘削の結果生じた掘削屑（ズリ）は、掘削作業後にショベルやバケット
で掻き出して処理するようになっていたので、これも作業効率の低下の原因となっていた
。
【０００６】
さらに、硬岩掘削と軟岩掘削において作業機械を変更しなければならず、非効率的であっ
た。すなわち、従来の掘削機ではその出力が十分なものではなかったので、硬岩掘削にお
いては発破施工が必要となってしまっていた。
【０００７】
本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、掘削作業の効率および精度を大
幅に向上させるとともに、自動運転に適し、かつ種々の掘削対象に対して対応可能な縦穴
掘削装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　 掘削装置本体の下端側に設置され掘削装置本体の中心軸を中心に回転自在な
作業機支持部と、作業機支持部を回転駆動する作業機支持部駆動手段と、作業機支持部の
下方に上下方向に回動可能に設置されるとともに先端側に回転駆動可能なカッターヘッド
を備えたカッター装置と、カッター装置の上下方向の回動を駆動するカッター装置上下回
動駆動手段と、カッターヘッドを回転駆動させるカッターヘッド駆動手段と、
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置の前後に設けられコンベア装置からの掘削屑を受取可能な一対の廃棄箱と、この廃棄箱
を引き上げる引き上げ手段とを備えたことを特徴とする縦穴掘削装置。

本発明は、

掘削屑を吸
込可能なバキューム装置と、バキューム装置から延びる掘削屑吸込用の吸込ホースと、吸
込ホースの吸込口側を把持するとともに作業機支持部の下方に設置される吸込口操作手段
と、を備え、バキューム装置は、メインバキューム装置とメインバキューム装置の下方に
位置するサブバキューム装置とからなり、メインバキューム装置と吸込口との間の吸込ホ
ースにサブバキューム装置を介装し、縦穴最深部において掘削作業を行う縦穴掘削装置に
おいて、サブバキューム装置の下方に設けられサブバキューム装置に吸い上げられた掘削
屑が集積されるとともに掘削屑を前後両方向に搬送可能なコンベア装置と、このコンベア
装置の前後に設けられコンベア装置からの掘削屑を受取可能な一対の廃棄箱と、この廃棄
箱を引き上げる引き上げ手段とを備えた。



【００１５】
【作用】

ッター装置上下回動駆動手段によりカッター装置を所定の上下回動角度を所定の角度
に設定することにより、カッターヘッドを縦穴最深部の所定の位置に配置し、この状態で
、作業機支持部を掘削装置本体に対して作業機支持部駆動手段により回転駆動しつつ、カ
ッターヘッド駆動手段によりカッターヘッドを回転駆動させる。このような掘削作業をカ
ッター装置の上下回動角度を順次変更しつつ行うことにより、縦穴最深部の全域にわたっ
て掘削作業を行うことができる。この場合、カッターヘッドは所定の径の円周上を移動し
ながら掘削作業を行い、掘削作業は正確な円形状に均一かつ効率的に行われ、特に、縦穴
の内周面を形成するときには、正確な円形掘削面を容易に形成できる。また、一旦カッタ
ー装置の上下回動角度を設定した後は、作業者による掘削装置の操作は不要となるので、
自動運転とすることができ、作業者は掘削作業場所から退避していることができるので掘
削作業の安全性が著しく向上する。
【００１６】

ッターヘッド駆動手段はカッター装置の側面に固設されているので、カッター装置の
長さを長くすることなく大型のカッターヘッド駆動手段を設けることができる。これによ
り、カッター装置を大出力とすることができ、硬岩に対してもカッター装置による掘削作
業で対応することが可能となり、同一の装置で対応できる作業の幅が大幅に広がるととも
に、発破の使用を最小限に低減できる。
【００１７】

削屑はバキューム装置により吸い上げられて処理されるので、掘削屑をショベルやバ
ケット等で掻き出す必要がなく、掘削屑処理が容易に行われる。また、作業機支持部の１
回転とともに所定の円周上で行われるカッター装置による掘削作業中、カッター装置と同
じく作業機支持部に設置された操作手段もカッター装置と同一の円周上を１回転し、この
操作手段に把持される吸込ホースの吸込口は、カッター装置により掘削された場所につい
て順次掘削屑の吸込作業を行い得るので、バキューム装置による掘削屑の処理は効率的に
行われる。
【００１８】

削作業場所において掘削屑を吸い込む吸込口には、メインバキューム装置とサブバキ
ューム装置を併せた十分な吸引力が作用し、重い掘削屑であってもサブバキューム装置ま
で吸い上げられる一方で、粉塵等の軽い掘削屑はさらにメインバキューム装置の吸引力の
みでメインバキューム装置まで吸い上げられるので、さまざまな重さの掘削屑の吸い上げ
が効率的に行われる。
【００１９】

ブバキューム装置まで吸い上げられた掘削屑を、前後両方向に反転可能なコンベア装
置によりコンベア装置の前後両側に設けられた一対の廃棄箱に交互に搬送し、これらの廃
棄箱を引き上げ手段で交互に引き上げて掘削屑を処分し、この一方の廃棄箱の引き上げ作
業の間には他方の廃棄箱にコンベア装置からの掘削屑が搬送されるようにしたので、掘削
屑の廃棄が連続的かつ効率的に行われる。
【００２０】

ッター装置の代わりにブレーカが付け替え可能であるので、カッター装置では対応で
きない固い地盤に対してもブレーカによる破砕を行うことができる。
【００２１】

削装置本体には削岩機が伸縮自在に収装されているので、ブレーカでも対応できない
ような固い地盤に対するときなど、必要に応じて、即座に削岩機を地盤側に伸び出させて
、削岩作業により地盤に発破用の穴を形成し、発破により地盤を破砕することができる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に基づいて、本発明の実施の形態について説明する。
【００２３】
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図１～図３に示すように、掘削機１の本体を構成する円柱状ののセンターフレーム２は、
縦穴３内周に形成された壁面（コンクリート壁面）４に、支持手段である複数（３本）の
本体グリッパ装置５と複数の（３本）のサブグリッパ装置６とで支持される。なお、この
センターフレーム２には、電磁制御盤およびパワーユニットを内蔵するコントロールユニ
ット７が固設され、後述する各種ジャッキ類は、このコントロールユニット内のパワーユ
ニットからの作動油の供給を受けて作動し、この作動油の供給は、クレーン装置９によっ
て昇降自在の作業ゴンドラ８内の作業者からの例えば無線等による指示で、電磁制御盤を
介して制御されるようになっている。
【００２４】
伸縮自在のジャッキである本体グリッパ装置５は、基端側において、センターフレーム２
の下端付近に固設されることにより、センターフレーム２から放射状に水平方向に延びて
支持され、通常は、ロッド５ａの先端部を壁面４に当接させている。この状態で、本体グ
リッパ装置５に伸張方向に伸び出そうとする押圧力を発生させ、ロッド５ａ先端部と壁面
４との間に発生した摩擦力で、センターフレーム２が壁面４の所定の位置に支持される。
【００２５】
一方、本体グリッパ装置５と同様に伸縮自在のジャッキであるサブグリッパ装置６は、本
体グリッパ装置５の上方に、グリッパ上下ジャッキ１０を介して固設される。すなわち、
グリッパ上下ジャッキ１０は、センターフレーム２（および本体グリッパ装置５）に対し
て固定されて、センターフレーム２の側方に垂直に立設するとともに、伸縮自在のロッド
１０ａの先端側にサブグリッパ装置６の基端側を支持している。そして、サブグリッパ装
置６は、本体グリッパ装置５と同様に、センターフレーム２側から放射状に水平方向に延
びた状態で支持され、通常は、そのロッド５ａの先端部を壁面４に当接させ、伸張方向に
伸び出そうとする押圧力により、本体グリッパ装置５とともにセンターフレーム２を支持
している。
【００２６】
なお、後述するように、本体グリッパ装置５とサブグリッパ装置６は、いずれか一方が壁
面４との連結を断たれた状態でグリッパ上下ジャッキ１０を伸縮させることにより、セン
ターフレーム２を昇降移動させるものであり、この場合、サブグリッパ装置６は、センタ
ーフレーム２側方に沿って延びる案内レール１１にその基端側を案内されながら、センタ
ーフレーム２に対して安定的に相対移動できるようになっている。
【００２７】
さて、このような掘削機１本体（センターフレーム２）下方には、本発明の特徴部分とし
て、センターフレーム２の中心軸を中心に回転自在の作業機支持部１２を備えている。す
なわち、作業機支持部１２は、センターフレーム２下端部を内周側に収装する環状ベアリ
ング１３の外周側に設置され、この環状ベアリング１３の回りを回転自在となっている。
なお、この作業機支持部１２の回転は、センターフレーム２側に設置された減速機付きの
油圧モータ２０（図２参照）により駆動される。
【００２８】
さらに、この作業機支持部１２は、その下方の所定の位置に、ピン１４を介して上下回動
自在にカッター装置１５を支持している。このカッター装置１５と作業機支持部１２との
間には、伸縮自在のカッター上下ジャッキ１６が介装され、このカッター上下ジャッキ１
６の伸縮によりカッター装置１５の上下回動角度が可変とされて、カッター装置１５先端
に支持されるカッターヘッド１７の位置を、縦穴底部（縦穴最深部）３ａの中心側から外
周側にわたって変更できるようになっている。
【００２９】
このようにカッターヘッド１７の縦穴底部３ａにおける位置を縦穴３中心から所定の距離
に設定しておいて、油圧モータ２０により作業機支持部１２を回転駆動すれば、カッター
ヘッド１７は縦穴底部３ａ上で所定の径の円を描きながら移動して、縦穴底部３ａを掘削
する。したがって、この円周上の掘削作業を順次カッター装置１５の回動角度を変更させ
ながら実行して行けば、縦穴底部３ａの全域にわたって均等に掘削作業を進行させること
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ができ、特に縦穴底部３ａの最外周においては、所定の径の掘削面を精度良く形成するこ
とができる。
【００３０】
また、カッター装置１５の回動角度が設定された後の作業機支持部１２の回動による掘削
作業では作業者による支持は不要であり自動運転すればよく、この掘削作業中は、作業者
はゴンドラ８を上昇させて縦穴３外部へと退避していればよい。したがって、本発明によ
れば、掘削作業の安全性は著しく向上する。
【００３１】
なお、油圧モータ２０は減速機を備えているので、掘削対象である地盤の状態に応じて、
作業機支持部１２の回転数および回転力を調整することが可能であり、種々の地盤状態に
対応可能である。
【００３２】
また、カッターヘッド１７は、カッター装置１５の側面に固設されたカッター用電動機２
１に駆動されて、それ自身回転可能で、この回転によりカッターヘッド１７外周に備えら
れたカッターが縦穴底部３ａの地盤を破砕するようになっている。
【００３３】
このカッター用電動機２１はカッター装置１５の側面に固設されているので、カッター装
置１５の長さを長くすることなく大型のカッター用電動機２１を設けることができる。こ
れにより、カッター装置１５を大出力とすることでき、硬岩に対してもカッター装置１５
による掘削作業で対応することが可能となり、発破の使用は最小限に抑えることができる
。
【００３４】
なお、カッター装置１５は電動機２１に対する減速機を内蔵し、カッターヘッド１７の回
転数および掘削力（回転力）が可変となっており、掘削対象である地盤の固さ等に自由に
対応できるようになっている。
【００３５】
また、作業機支持部１２には、カッター装置１５と交換して、図４に示すように、ブレー
カ上下ジャッキ２４により上下回動可能なブレーカ２５を、ピン１４を介して作業機支持
部１２に取り付けることも可能である。これにより、掘削すべき地盤がカッター装置１５
では対応できないほど固いときには、ブレーカ２５により地盤を破砕することもできる。
【００３６】
さらに、掘削機１はセンターフレーム２の内部に削岩機２６を、縦穴底部３ａ側に向かっ
て伸縮自在に収装している。これにより、ブレーカ２５でも対応できないような固い地盤
に対するときなど、必要に応じて、この削岩機２６を縦穴底部３ａ側に伸び出させて、削
岩作業により地盤に発破用の穴を形成し、発破により地盤を破砕できるようになっている
。このように、発破施工に対しても即座に対応できる。
【００３７】
さて、このような掘削作業で発生した掘削塊や粉塵等の掘削屑（ズリ）の処理機構として
、掘削装置１は、メインバキューム装置３０、サブバキューム装置３１を備えている。メ
インバキューム装置３０は、縦穴３外部の地上に設置されており、吸込ホース３２を介し
てセンターフレーム２上方に載置されたサブバキューム装置３１と連結している。このサ
ブバキューム装置３１からは、さらに吸込ホース３３が延び出して、この吸込ホース３３
の先端側は縦穴底部３ａにまで達している。
【００３８】
図２によく示されるように、吸込ホース３３先端の吸込口３３ａは、作業機支持部１２の
カッター装置１５と反対側に固設された作業アーム３４の先端に把持され、作業機支持部
１２の回転動作と作業アーム３４の伸縮動作との組み合わせによって、吸込処理を行うべ
き任意の地点まで移動可能となっている。
【００３９】
吸込口３３ａには、メインバキューム装置３０とサブバキューム装置３１を併せた大きさ
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の吸い込み力が作用し、吸込口３３ａから吸い込まれた掘削屑は、サブバキューム装置３
１へと取り込まれる。このようにサブバキューム装置３１内に導かれた掘削屑は、メイン
バキューム装置３０だけの吸引力では上方に吸い上げられないので、サブバキューム装置
３１内に蓄積されるが、この掘削屑の蓄積が所定量以上に達したならば、サブバキューム
装置３１下方の排出口３０ａを開放し、掘削屑を自重により、サブバキューム装置３１下
方に位置してセンターフレーム２に設置されたコンベア３５上へと落下させる。
【００４０】
コンベア３５は、コンベア３５下方に位置してセンターフレーム２に設置された支持台３
８上に、コンベア３５の前後両側（図１の左右両側）に位置して置かれた廃棄箱３６、３
７へと交互に掘削屑を搬送すべく、前後両方向へと交互に作動する。
【００４１】
このようにして例えば図１の左側の廃棄箱３６内に集積した掘削屑は、廃棄箱３６ごとに
クレーン３９により縦穴３の外部に運び出されて処分される。一方、この廃棄箱３６側の
掘削屑の処分時には、コンベア３５は反転して図１の右側の廃棄箱３７側へと掘削屑を搬
送しており、この間に掘削屑の廃棄が終了した廃棄箱３６をクレーン３９により支持台３
８のコンベア３５の左側の所定の位置へと戻すようにする。そして、今度は廃棄箱３７内
の掘削屑の処分を行うときには、再びコンベア３５を反転させて廃棄箱３６側へと新たな
掘削屑を集積して行くようにする。このようにして、掘削屑の処分は、廃棄箱３６、３７
を交互に使用することにより連続的に効率良く行うことができる。
【００４２】
さて、このようにして掘削塊等の重量のある掘削屑は、サブバキューム装置３１まで吸い
上げられた地点で処分されるが、粉塵等の軽い掘削屑はさらにメインバキューム装置３０
まで吸い上げられ、このメインバキューム装置３０から外部へと処分される。このように
、本発明では、掘削屑を吸い上げるバキューム装置としてメインバキューム装置３０とサ
ブバキューム装置３１を備え、重い掘削屑はメインバキューム装置３０とサブバキューム
装置３１を併せた十分な吸引力で縦穴３下方の掘削作業場所から所定の集積場所まで吸い
上げるとともに、粉塵等の軽い掘削屑はメインバキューム装置３０の吸引力でさらに上方
まで吸い上げて処理するので、掘削屑の処分を合理的かつ効率的に行うことができる。
【００４３】
なお、掘削装置１は、掘削された縦穴３の内周に壁面４を形成するための機構として、コ
ンクリート型枠４２を備えている。このコンクリート型枠４２は、センターフレーム２の
下方に、支持装置４１を介して昇降自在かつ縦穴３の内周面方向に移動可能に支持された
複数の板状部材から構成され、これらの板状部材が縦穴３の内周方向に移動しつつ環状に
連なって一つの型枠を形成するものである。
【００４４】
このコンクリート型枠４２は、掘削作業後に、壁面４の下方に新たに掘削された縦穴３内
周面に対峙する位置へと下降する。そして、このコンクリート型枠４２と縦穴３内周面と
の間へのコンクリート打設は、図４に示すように、コンクリートプラントからのコンクリ
ートを、コンクリートホース４３により搬送することで行われる。なお、このコンクリー
トホース４３を通じてのコンクリート打設量は、コンクリートホース４３の中間に設けた
電動ピンチバルブ４４をバルブ操作盤４５で操作して制御されるようになっている。
【００４５】
つぎに作用を説明する。
【００４６】
掘削装置１を用いた掘削作業に際しては、まず図６（ａ）に示すように、カッター装置１
５を作業機支持部１２に支持した掘削機１を、既に形成されている縦穴３の壁面４の所定
の箇所、または掘削場所上方の地上に構成したやぐらの内周面の所定の箇所に、本体グリ
ッパ装置５およびサブグリッパ装置６により支持する。なお、図６（ａ）においては、例
えばパワーショベル等を用いて、縦穴３が地上からある程度の深さまで既に形成された状
態から、掘削作業が開始されるようになっている。
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【００４７】
続いて、図６（ｂ）に示すように、カッター装置１５の回動角度を変更して、カッターヘ
ッド１７を縦穴３の底部３ａの所定の場所に接触させる。
【００４８】
さらに、図６（ｃ）に示すように、作業機支持部１２をセンターフレーム２に対して１回
転させる間に、カッター装置１５を駆動して掘削作業を行うとともに、作業機支持部１２
のカッター装置１５の反対側では、作業アームにより移動可能な吸込ホース３３の吸込口
３３ａから掘削屑（ズリ）を吸い込んで、上方に吸い上げ、縦穴３の外部へと処分するよ
うにする。
【００４９】
この場合、カッターヘッド１７は、一旦カッター装置１５の回動角度が設定された後は、
作業機支持部１２の回転により所定の掘削場所を順次案内されるので、掘削作業の作業効
率および掘削精度が高められるとともに、掘削作業を容易に自動化することができる。し
たがって、作業者は作業場所付近から退避していることができ、掘削作業の安全性も高め
られる。
【００５０】
また、重い掘削屑はメインバキューム装置３０およびサブバキューム装置３１を併せた吸
引力でサブバキューム装置３１まで吸い上げられる一方、粉塵等の軽い掘削屑はさらにメ
インバキューム装置３０までメインバキューム装置３０のみの吸引力で吸い上げて処理す
るようになっているので、重い掘削屑に対しても十分な吸引力が確保されると同時に、粉
塵等の処理も合理的に行われる。
【００５１】
また、重い掘削屑は、正逆反転可能なコンベア３５により、このコンベアの両側に設けら
れた一対の廃棄箱３６、３７に交互に搬送され、これらの廃棄箱３６、３７をクレーン３
９で交互に引き上げて、掘削屑を処分するようにしたので、掘削屑の廃棄が連続的かつ効
率的に行われる。
【００５２】
さて、このような掘削作業が終了したら、図７（ｄ）に示すように、カッター装置１５を
上方に回動させて格納するとともに、作業アーム３４および吸込ホース３３の吸込口３３
ａも上方に折り畳んで格納する。
【００５３】
そして、図７（ｅ）に示すように、本体グリッパ装置５を収縮させて壁面４に対する本体
グリッパ装置５によるグリップを解除し、掘削装置１をサブグリッパ装置６のみで支持し
た状態で、収縮状態にあったグリッパ上下ジャッキ１０を伸張させ、センターフレーム２
をこの伸張量だけ下降させて、図７（ｆ）に示すように、再び本体グリッパ装置５を伸張
させて壁面４に対するグリップを行う。
【００５４】
そして、図８（ｇ）に示すように、サブグリッパ装置６を収縮させて壁面４へのグリップ
を解除し、グリッパ上下ジャッキ１０を収縮させることにより、本体グリッパ装置５、サ
ブグリッパ装置６およびグリッパ上下ジャッキ１０の関係を初期状態に戻し、サブグリッ
パ装置６を伸張させて、掘削装置１を再び本体グリッパ装置５およびサブグリッパ装置６
で支持する。
【００５５】
続いて、図８（ｈ）に示すように、コンクリート型枠４２をセットしてコンクリート打設
を行い、コンクリート打設終了後には、図８（ｉ）に示すように、コンクリート型枠４２
を格納して、図６（ａ）の状態へと戻り、この図６～図８までの掘削工程が繰り返されて
、掘削作業が進行する。
【００５６】
【発明の効果】
以上のように第１の発明によれば、カッター装置上下回動駆動手段によりカッター装置を
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所定の上下回動角度を所定の角度に設定することにより、カッターヘッドを縦穴最深部の
所定の位置に配置し、この状態で、作業機支持部を掘削装置本体に対して作業機支持部駆
動手段により回転駆動しつつ、カッターヘッド駆動手段によりカッターヘッドを回転駆動
させる。このような掘削作業をカッター装置の上下回動角度を順次変更しつつ行うことに
より、縦穴最深部の全域にわたって掘削作業を行うことができる。この場合、カッターヘ
ッドは所定の径の円周上を移動しながら掘削作業を行い、掘削作業は正確な円形状に均一
かつ効率的に行われ、特に、縦穴の内周面を形成するときには、正確な円形掘削面を容易
に形成できる。また、一旦カッター装置の上下回動角度を設定した後は、作業者による掘
削装置の操作は不要となるので、自動運転とすることができ、作業者は掘削作業場所から
退避していることができるので掘削作業の安全性が著しく向上する。
【００５７】
第２の発明によれば、カッターヘッド駆動手段はカッター装置の側面に固設されているの
で、カッター装置の長さを長くすることなく大型のカッターヘッド駆動手段を設けること
ができる。これにより、カッター装置を大出力とすることができ、硬岩に対してもカッタ
ー装置による掘削作業で対応することが可能となり、同一の装置で対応できる作業の幅が
大幅に広がるとともに、発破の使用を最小限に低減できる。
【００５８】
第３の発明によれば、掘削屑はバキューム装置により吸い上げられて処理されるので、掘
削屑をショベルやバケット等で掻き出す必要がなく、掘削屑処理が容易に行われる。また
、作業機支持部の１回転とともに所定の円周上で行われるカッター装置による掘削作業中
、カッター装置と同じく作業機支持部に設置された操作手段もカッター装置と同一の円周
上を１回転し、この操作手段に把持される吸込ホースの吸込口は、カッター装置により掘
削された場所について順次掘削屑の吸込作業を行い得るので、バキューム装置による掘削
屑の処理は効率的に行われる。
【００５９】
第４の発明によれば、掘削作業場所において掘削屑を吸い込む吸込口には、メインバキュ
ーム装置とサブバキューム装置を併せた十分な吸引力が作用し、重い掘削屑であってもサ
ブバキューム装置まで吸い上げられる一方で、粉塵等の軽い掘削屑はさらにメインバキュ
ーム装置の吸引力のみでメインバキューム装置まで吸い上げられるので、さまざまな重さ
の掘削屑の吸い上げが効率的に行われる。
【００６０】
第５の発明によれば、サブバキューム装置まで吸い上げられた掘削屑を、前後両方向に反
転可能なコンベア装置によりコンベア装置の前後両側に設けられた一対の廃棄箱に交互に
搬送し、これらの廃棄箱を引き上げ手段で交互に引き上げて掘削屑を処分し、この一方の
廃棄箱の引き上げ作業の間には他方の廃棄箱にコンベア装置からの掘削屑が搬送されるよ
うにしたので、掘削屑の廃棄が連続的かつ効率的に行われる。
【００６１】
第６の発明によれば、カッター装置の代わりにブレーカが付け替え可能であるので、カッ
ター装置では対応できない固い地盤に対してもブレーカによる破砕を行うことができる。
【００６２】
第７の発明によれば、掘削装置本体には削岩機が伸縮自在に収装されているので、ブレー
カでも対応できないような固い地盤に対するときなど、必要に応じて、即座に削岩機を地
盤側に伸び出させて、削岩作業により地盤に発破用の穴を形成し、発破により地盤を破砕
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示す正面図である。
【図２】同じく側面図である。
【図３】同じく平面図である。
【図４】同じく正面図である。
【図５】同じくコンクリート打設の様子を示す正面図である。
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【図６】同じく掘削作業の履行手順を示す説明図である。
【図７】同じく説明図である。
【図８】同じく説明図である。
【符号の説明】
１　掘削装置
２　センターフレーム
３　縦穴
４　壁面
５　本体グリッパ装置
６　サブグリッパ装置
７　コントロールユニット
１０　グリッパ上下ジャッキ
１２　作業機支持部
１５　カッター装置
１６　カッター上下ジャッキ
１７　カッターヘッド
２０　油圧モータ
２１　カッター用電動機
２６　削岩機
３０　メインバキューム装置
３１　サブバキューム装置
３２　吸込ホース
３３　吸込ホース
３３ａ　吸込口
３４　作業アーム
３５　コンベア
３６　廃棄箱
３７　廃棄箱
３９　クレーン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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